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１ 調査結果の分析（竹田市全小学６年生対象） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（１）全体の平均正答率が県よりも 3.8、全国より 4.0 低い。 

領域別では、「書くこと」において、平均正答率が県よりも高いが、全国より低い。 

      「話すこと・聞くこと」「読むこと」は平均正答率が県・全国よりも低い。 

      「伝統的な言語文化と国語の特質の関する事項」は、平均正答率が 

県・全国よりもかなり低い。 

 

 

 

 

（３）【学習指導要領の領域等】別   

○すべてにおいて県・全国よりも高い。 

○「話すこと・聞くこと」は、高い。  

○「書くこと」 

▲「読むこと」に課題が残る。 

▲「伝統的な言語文化と国語の特質に関す 

 

 

＊県の数値を０とした場合の竹田市の数値 
 

（３）問題別の課題 
▲正答率が低い。 

     ①大問８二  ローマ字を書く（あさって）              28.8％（県 40.2 国 41.8） 
  ②大問８一  ローマ字を書く（りんご）          42.4％（県 52.1 国 53.2) 

     ③大問８三  ローマ字を読む（hyaku）            42.4％（県 49.9 国 50.7） 
     ④大問１二３ 漢字を書く（相談）             55.1％（県 63.6 国 64.2） 

▲ 無解答率が県・全国よりも高い（３／１５問） 
  ◎ローマ字の３問 

   

    

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語） 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 １ 5 68.9 72.7 72.9 

学 習 指 導 要 領

の 領 域 等  

話 す こ と ・ 聞 く こ と  １  ▲ 77.1 80 .7 79 .2 

書 く こ と  2 72 .5 72 .0 72 .8 

読 む こ と  2 ▲ 78.0 79 .0 78 .5 

伝 統 的 な 言 語 文 化 と 国 語 の 特 質 の 関 す る 事 項  10 ▲ 65.6 70 .8 71 .1 

 

小学校：国語Ａ 

（２）昨年度（小学５年）からの経年変化 

年度 学年 【Ａ：知識】正答率 

H２７ 小５ 70.2    (県73.7) 

H２８ 小６ 68.9  (県72.7) 
＝小学６年生のこの 1年間の伸び＝   

【国語Ａ知識】 

小５では、県平均に比べ-3.5 に対して、 

小６では、-3.8 と、特に課題が残る。 



★今後の学習指導にあたって～国語Ａ調査結果より～★ 

 
１ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができる。【伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 ウ文字に関する事項】 

○ 学習した漢字を繰り返し書いて練習することのみならず，様々な場面で実際に使用することで確実に習得する

ことができるようにする。また、国語辞典や漢字辞典を利用する習慣を付ける。 
 

２ 目的や意図に応じて，収集した情報を関係付けながら話し合うことができる。【話す・聞く】 

○ 目的や意図に応じて，収集した知識や情報を関係付ける。＜各教科等の学習や日常生活において様々な目的や

意図に応じた話合いの場面がある。その際，国語科の学習において習得した，話す能力，聞く能力，話し合う能

力を活用し，目的や意図に応じて収集して得た知識や情報を関係付けながら話合いを進めることが大切＞ 

 

３ 書き手の表現の仕方をよりよくするために助言することができる【書くこと】 
 ○ 目的や意図に応じて，表現をよりよくするために助言し合う。＜助言する際の視点の例･･･書き手の考えが明確

に表れているか，段落相互の関係などが明確であるか，表現の曖昧さはないか，読み手が理解しやすいように更

に改善できる部分はないか等＞ 

 

４ 目的や意図に応じて，書く事柄を整理することができる【書くこと】 
○ 目的や意図に応じた文章を書くために，書く事柄を収集し，全体を見通して事柄を整理する。＜目的や意図に

応じた文章を書くためには，取材の内容や方法を考えながら，実際に情報検索したり取材したりして収集した事

柄を，目的や意図に応じて必要かどうか，また，不足がないかどうか判断することが大切である。具体的には，

取材の対象や方法として，本や文章，パンフレットやリーフレット，雑誌や新聞，音声や映像，インタビューや

アンケートなど様々なものを取り上げ，必要な事柄を収集・選択できるよう指導していく。また，収集した事柄

を文章の構成や記述に役立つように整理する為には，グループやペアなど学習形態を工夫し，取材の内容や方法

を互いに評価し合い，目的や意図に応じたものになっているか考えることができるようにする＞ 

 

５ 目的に応じて，図と表とを関係付けて読むことができる【読むこと】 
 ○ 目的に応じて，文章と図表やグラフなどとを関係付けて読む。＜日常生活の中で触れる説明の文章の多くは，

図表やグラフなど何らかの資料を用いて書かれている。そのため，目的に応じて文章と図表やグラフなどとを関

係付け，的確に読むことができるように指導することは，実生活で生きて働き，各教科等の学習の基本ともなる

国語の能力を育てることにつながると考えられる。具体的には，自分の課題を解決するために，案内図やパンフ

レットなど複数の資料から，必要な図表などを選び，選んだ図表やグラフから分かることを関係付けて読むこと

ができるようにする。その際，例えば，目的や意図に応じて，必要な情報を丸で囲んだり色を付けたりしてから，

矢印等でつなげてまとめることなどが考えられる。また，必要な情報の大体を付箋紙に書き，整理することも考

えられる。こうした学習経験は，国語科だけでなく，各教科等の学習で積み重ねていくことが重要である＞ 
 
６ 登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉えることができるかどうかをみる。【読むこと】 
 ○ 登場人物の性格や気持ちの変化などを複数の叙述を基に捉える。＜具体的には，登場人物の人物像を捉えるた

めに，物語全体を通して人物像が分かる行動描写や会話等に印を付けたり線を引いたりし，それら複数の叙述を

関係付けながら表に整理することなどが考えられる。各場面の様子に気を付けながら，場面と場面とを関係付け

登場人物の特徴や性格が分かる叙述を押さえていくことで，登場人物の人物像を多面的に捉えることができる＞ 

 

７ 書写（毛筆）用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めることができる。 
○ 文字の大きさや配列に注意して文字を書くことは，国語科の学習のみならず，必要な能力である。各教科等の

学習や日常生活においても，書く目的や相手，場の状況に応じて適切に書くことができるようにしていく。 

 

８ ローマ字を読んだり書いたりする 
○ ローマ字の規則性を押さえる。＜ローマ字表記を使って仮名五十音と対応した指導をすることが大切である。



（２）昨年度（小学５年）からの経年変化 

年度 学年 【Ｂ：活用】正答率 

H２７ 小５ 62.6    (県66.9) 

H２８ 小６ 55.7  (県58.2) 

 

＝小学６年生のこの 1年間の伸び＝   

【国語Ｂ活用】 

小５では、県平均に比べ-4.5 に対して、 

小６では、-2.5 と、伸びがみられる。 

 

特に，ローマ字の読み書きについては，日本語の音節が子音と母音の組み合わせであることを意識し，五十音表

の規則性を押さえる。また、他教科等でコンピュータを使った学習と関連付けるなどして，繰り返し読んだり書

いたりする機会を増やす必要がある＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）全体の平均正答率が県より 2.5、全国より 2.1 低い。 

   「話すこと・聞くこと」「読むこと」は平均正答率が県・全国より低い。 

 

 

＊県の数値を０とした場合の竹田市の数値 

（３）【学習指導要領の領域等】別 

○「書くこと」以外は、県・全国よりも低い。 

                                    

（４）【問題形式】別･･･「記述式」の正答率 

  ○  国語Ｂ問題における「記述式」問題 

（Ｂ問題１０問中の４問／Ａ問題には「記述   

式」はなく、「選択式」か「短答式」） 

の正答率が県・全国よりも高い。（下表） 

小学校６年 

国  語 

Ｂ：活用【記述式】 

竹田市 58.5（＋県2.4、＋国3.8） 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 10 55.7 58.2 57.8 

学 習 指 導 要 領

の 領 域 等  

話 す こ と ・ 聞 く こ と  3 ▲ 48.0 51 .0 51 .1 

書 く こ と  ６  54 .5 54 .3 53 .4 

読 む こ と  3 ▲ 65.5 70 .3 69 .3 

伝 統 的 な 言 語 文 化 と 国 語 の 特 質 の 関 す る 事 項  ０  ―  ―  ―  

 

小学校：国語Ｂ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（５）問題別にみる成果と課題 
 

○県や全国に比べ正答率が高い。 
 ①大問１三 意図を捉えながら聴き、展開にそった質問を書く      55.9％（県 51.9 国 50.4）＋5.5 
  ②大問２二(1) 目的や意図に応じて、グラフを基に自分の考えを書く 55.1％（県 52.4 国 51.4）＋3.7      
③大問２二(2) 目的や意図に応じて、表を基に自分の考えを書く   67.8％（県 65.2 国 64.2）＋3.6 
 

○全国に比べ無解答率が低い。（10 問中 8 問において無解答率が全国よりも低い。) 
 ①大問２二(1) 目的や意図に応じて、グラフを基に自分の考えを書く  0.8％（県 5.5 国 6.7）-5.9 
  ②大問２二(2) 目的や意図に応じて、表を基に自分の考えを書く   2.5％（県 6.1 国 7.7）-5.2 
  ③大問２三  活動報告分において課題を取り上げた効果を捉える  0.8％（県 2.9 国 4.2）-3.4 
 
 
▲正答率が低い。 
  ①大問２一 グラフを基に、わかったことを的確に書く       39.8％（県 44.0 国 43.4）-3.6 
  ②大問１一 目的に応じて、質問したいことを整理する       42.4％（県 50.1 国 51.8）-9.4 
  ③大問１二 質問の意図を捉える                 45.8％（県 51.0 国 51.1）-5.3 
 
▲県または全国に比べ正答率が低い。 
（6／10 問）(上記①②③以外) 
 ①大問３一 目的に応じて複数の本や文章などを選んで読む     70.3％（県 76.7 国 77.2）-6.9 
  ②大問３二 目的にじて、本や文章を比べて読むなど、効果的な読み方を工夫する。 

  71.2％（県 79.1 国 77.9）-6.7 
  ③大問２三 活動報告文において、課題を取り上げた効果として適切なものを選択する。 
                                 53.4％（県 57.3 国 58.3）-4.9 
       
 
 

 

 

・話し手 の意 図やレ ポート等 、書 かれた 文章の主 題を 捉える (読み取る )指導 の工夫 ・充実  

・図 やグラ フなど を読 み、自分の 考えを 伝え るために 効果 的に用 いたり、文 章と図 やグ ラフなど

とを関係 づけ て、自 分の考え を書 いたり すること に慣 れさせ る。  

・登 場人物 の行動 を基 にして、場 面の移 り変 わりを捉 える ことに 課題があ り、指導 の改 善が求め

られる。  

・本だけ でな く、新 聞、イン ター ネット 等の情報 利用 やいろ いろな読 みの 体験が 大切。  

  

大分県 56.1 

全 国 54.7 



★今後の学習指導にあたって～国語Ｂ調査結果より～★ 

 
１ インタビューメモを基に，話し手の意図を捉えながら聞いたり，話の展開に沿って質問したり 

することができる。【話すこと・聞くこと】 

①質問したいことを整理し，インタビューメモを作成する。 

②相手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する。＜インタビューの目的に応じて，相手の意図は何

か，自分の予想との違いは何か，自分の考えとの共通点や相違点は何かなどを観点として，相手の話を注意深

く聞くことができるように指導することが大切である。＞ 

 

２ 目的や意図に応じ，グラフや表を用いて，自分の考えが伝わるように工夫して活動を報告する 

文章を書くことができる。【 書くこと】  

①図表やグラフから分かったことを書く。＜情報を正しく読み取り，必要な情報について適切な言葉を用いて記

述することが重要。そのためには，国語科だけでなく，社会科や算数科等で学習した図表やグラフの読み方を

確認し，読み取ったことを的確に表現することができるように指導する。具体的には，１つのグラフを取り上

げて全体的な特徴や変化の特徴を捉える学習，複数の図表やグラフを比較したり関係付けたりする学習などを

通して，図表やグラフの読み方を理解することができるように指導する。さらに，読み取った情報を相手に分

かりやすく伝えるための言葉を選択することも重要。例えば，必要な数値（60％以下・12 人以上）を使って説

明する場合，概略を示す言葉（おおよそ，大抵が）を使って説明する場合，比較を示す言葉（上回る・下回る）

を使って説明する場合などがある。これらの表現の内容の違いや効果を比べ，目的に応じて使い分けることが

できるように指導することが大切である。＞ 

②目的や意図に応じ，図表やグラフを用いて，自分の考えを書く。＜図表やグラフなどから目的に応じて必要な

情報を取り出し，比較したり関係付けたりしながら自分の考えを明確にする。 具体的には，観察したり，実験

したり，調査等を行ったりして得られた結果などの事実を図表やグラフで示し，自分がどのように読み取って

分析したのか，そこからどのような考えをもったのかを具体的に記述するような学習が重要。その際，図表や

グラフの何に着目するのか，図表やグラフの中にあるどの数値や言葉を使って書くことが効果的であるのかを

検討する必要がある。また，用いた図表やグラフとその分析内容が，自分の考えを明確に伝えるための根拠と

なっているのかを確かめていくことも大切である。＞ 

③目的や意図に応じ，構成の効果を考えて書く。＜活動報告文では，報告する相手や目的に応じて，文章全体の

内容や構成を工夫する。具体的には，「活動の目的」「活動の内容」「活動の成果」「活動の課題」「活動を振り返

って考えたこと」などが挙げられる。報告する相手や目的に応じて，記述内容や用いる資料を考えながら文章

全体の構成を決めていく。その際，自分の考え及び相手の理解が明確となるように文章を構成する。＞ 

 

３ 目的に応じて複数の本や文章を比べ，自分の考えを明確にしながら読むことができる。【 読むこ と】  

①目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読む。＜高学年になると，児童の興味・関心がより多様と

なり，一冊の本や一編の文章では，課題を解決することが難しい場合もある。読む目的をもち，その目的に応

じて，本や文章などを複数選び比べて読むことが必要となる。具体的には「課題を解決するために読む」とい

うように，課題解決の過程となるような適切な言語活動を行うことが大切。その際，単元の導入段階で児童に

学習の見通しをもたせたり，単元開始前から関連する図書を学級に置いておくなど，児童の課題意識を高める

ことができるような工夫をしたりする。また，適切な本や文章を選ぶためには，学校図書館やインターネット

利用に関する知識，情報モラルなどを身に付けさせることが求められる。＞  

②目的に応じて，本や文章を効果的に読む。＜本や文章の効果的な読み方としては，比べ読み，摘読，多読など

様々な読み方がある。具体的には，一方の資料の情報を他の資料に当てはめ，調べる内容を確かめながら読む

際，文章中の中心となる語を枠で囲んだり，色分けしたりしながら，複数の資料を関係付けることなどが考え

られる。また，共通点や相違点を明らかにしたり，時間的な順序や事柄の順序について整理したりする際には，

文章中のそれぞれの資料から得られた必要な情報を付箋紙に書き出し，用紙などに貼って整理することなども

考えられる＞ 

③目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む。＜目的に応じて「文章の内容

を的確に押さえ」るとは，何のために，どのようなことが必要かなどを明確にすることである。その際，文章

に書かれている話題，理由や根拠となっている内容，構成の仕方や巧みな叙述などについて注意して読むこと

が大切である。 また，「自分の考えを明確に」するとは，筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成を

把握し，筆者の考えに対する自分の考えを明確にしていくことである。その際，自分の知識や経験，考えなど

と関係付けながら読むことが大切である。具体的には，読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり，そ

のため引用したり要約したりする部分が変化するということを実感できるよう継続的に指導すること大切であ

る。＞ 
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▲61 国語の勉強が好き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
63 国語の授業の内容はよくわかる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
64 読書が好き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

66 国語の授業で目的に応じて資料を読み、自 
分の考えを話したり書いたりしている 

 
 
 
▲69 国語で文章を読む時、段落のまとまり 

ごとに内容を理解しながら読んでいる 

 
 
 
 
70 文章で書く問題で、全ての問題で最後ま 

で解答を書こうと努力した 

 
 
 
 
 

69.8

65.9
67

60

62

64

66

68

70

竹田市

大分県

全国

74
76.6

78.1

60

65

70

75

80

竹田市

大分県

全国

75.6

74.7
75.1

73

73.5

74

74.5

75

75.5

76

竹田市

大分県

全国

小学校：国語【児童質問紙より】 



【   竹 田 市    】 

 

 

 

１ 調査結果の分析（竹田市全小学６年生対象） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）全体に於いて、平均正答率が県・全国よりも高い。 

      領域別において「数と計算」「量と測定」において、平均正答率が県・全国より低い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
（３）【学習指導要領の領域等】別   

○「図形」については、県・全国よりも平均正答率が高い。 

○「数量関係」においては、県よりも平均正答率が高い。 

▲「量と測定」については、県・全国よりも低く、課題が残る。 

▲「数と計算」についても、県より平均正答率が低い。 

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：算数） 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 1６  78.6 77.9 77.6 

学 習 指 導 要 領 の  

領 域 等  

数 と 計 算  10 ▲ 80.5 81 .3 80 .5 

量 と 測 定  2 ▲ 76.1 77 .3 77 .0 

図 形  2 86 .1 79 .1 78 .8 

数 量 関 係  3 68 .1 67 .2 68 .5 

 

小学校：算数Ａ 

（２）昨年度（小学５年）からの経年変化 

年度 学年 【Ａ：知識】 

H２７ 小５ 77.0 (県75.6) 

H２８ 小６ 78.6 (県77.9) 
 

＝小学６年生のこの 1年間の伸び＝   

【算数 A知識】 

小５では、県平均に比べ＋1.4 に対して、 

小６では、＋0.9 

 
＊県の数値を０とした場合の竹田市の数値 
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小５ 小６

算数Ａ 県平均との差の比較

(小5～小6）



 
＊県の数値を０とした場合の竹田市の数値 
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小５ 小６

算数Ｂ 県平均との差の比較

(小5～小6）

小学校６年 
算  数 

Ｂ：活用【記述式】 

竹田市 27.2（県＋1.8、国＋1.0） 

大分県 25.4 

全 国 26.2 

 

 
 

 

（１）全体に於いて、平均正答率が県と同じだが、全国 

   よりも低い。 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

（３）【学習指導要領の領域等】別   

○「量と測定」「図形」において、県・全国よりも高い。 

▲「数と計算」「数量関係」において県・全国よりも低い。 

 

（４）【問題形式】別･･･「記述式」の正答率 

   ○算数Ｂ問題における「記述式」問題 

の正答率が県・全国よりも高い。（下表）    

（Ｂ問題１３問中の５問／Ａ問題には 

「記述式」はなく、「選択式」か「短答式」） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 １ ３  46.7 46.7 47.2 

学 習 指 導 要 領 の  

領 域 等  

数 と 計 算  6 ▲ 43.6 43 .7 44 .4 

量 と 測 定  5 46 .6 43 .5 43 .7 

図 形  3 37 .5 35 .9 36 .3 

数 量 関 係  6 ▲ 42.2 42 .6 42 .9 

小学校：算数Ｂ 

（２）昨年度（小学５年）から経年変化 

年度 学年 【 算 数 Ｂ：活用 】 

H２７ 小５ 61.6  (県64.1) 

H２８ 小６ 46.7 (県46.7) 
＝小学６年生のこの 1年間の伸び＝   

【算数Ｂ活用】 

小５では、県平均に比べ－2.5 に対して、 

小６では、±0と伸びている。 

 



（５）問題別にみる成果と課題【Ｂ問題】 
 

○正答率が高い。 
 ①大問１（１）１辺が９cm の正方形の縦と横の長さを変えたときの面積を求める式と答えとして、ふさわしい数 

値の組み合わせを書く。                   95.0％（県 92.5 国 92.6）  
 

○県や全国に比べ正答率が高い。(上記①以外) 
 ①大問５（２）図形を構成する各の大きさを基に、四角形を並べてできる形を判断する  

32.8％（県25.1国25.4)＋7.4 
②大問４(３) グラフから貸し出し冊数を読み取り、それを根拠に、示された事柄が正しくない 

理由を記述                                   30.3％（県 24.7 国 24.9)＋5.4 
                        

  
○無解答率が低い。（県・全国よりも低い） 
①大問５(１)示された除法の式を並べてできた形と関連付け、角の大きさを基に、式の意味の説

明を記述                     11.8％(県 18.4 国 18.7）－6.9 
②大問２（３）示された式の中の数値の意味を解釈し、それを記述      

11.8％（県 18.1 国 18.6）－6.8 
③大問４(３) グラフから貸し出し冊数を読み取り、それを根拠に、示された事柄が正しくない 

理由を記述                 7.6％（県 12.0 国 13.2）－5.6 
  
▲正答率が低い。 
①大問５(１) 示された除法の式を並べてできた形と関連付け、角の大きさを基に、式の意味の

説明を記述                                         9.2％（県 6.3 国 6.9） 
  ②大問２(３) 示された式の中も数値の意味を解釈し、それを記述する       15.1％（県 15.1 国 15.6） 
  ③大問３(２) 縦 39cm、横 54cm の長方形の厚紙から、１辺 9cm の正方形を 24 個切り取ることが 

できるわけを記述する                  33.6％（県 37.4国 38.4） 
 
▲県または全国に比べ正答率が低い。（７／１３問）   ＜上記①②③以外＞ 
  ①大問２(１) ハードルの数とインターバルの数の関係を式に表し、４台目のハードルの位置

を求める                46.2％（県 55.1 国 56.2）－10.0 
  ②大問３(１ )３つの式について、それぞれの式が何を計算しているかの説明 

文を選ぶ（乗法や除法の式の意味） 58.8％（県 62.3 国 62.6）－3.8 
 

▲県または全国よりも無解答率高い。 （６／１３問） 
   ＊どれも 0.1～ 1.2%ほど。  
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
＊数の関係を式にしたり、示された式の中の数値の意味を理解することに課題 

がある。 
＊基準量、比較量、割合の関係を捉え、基準量を求めることに課題がある。 

 

＊条件を変更した場面に面積を２等分する考えを適用して、示された部分の 

面積を求めることに課題がある。示された考え方を基に、条件を変更した 

場面を考察し、考えを説明することができるよう指導の改善が求められる。 
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71 算数が好き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
73 算数の授業の内容はよくわかる  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
75 解き方が分からないときは、あきらめ 

ずいろいろな方法で考える 
 
 
 
 

73 算数の内容はよくわかる 

 

 
 
81 公式やきまりを習うとき、そのわけを 

理解するようにしている 

 
 
 
81 算数で「言葉や数、式」を使っての説明 

する問題を最後まで書こうと努力した 
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小学校：算数【児童質問紙より】 



【   竹 田 市    】 

 

１ 調査結果の分析（竹田市全中学３年生対象） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）全体でも、領域別でも平均正答率が県・全国よ 

りも高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国語Ｂ活用】 

中２では、県平均に比べ＋1.3 に対して、 

中３では、＋2.7 と、伸びがみられる。 

 

（３）【問題】別   

○県・全国より平均正答率が低い問題（７問／３３問） 
 
 
大問５一  相手や場に応じて、言葉遣いなどに気をつけて話す     91.8(県 92.4 国 93.1) 
大問７二  互いの発言を検討して自分の考えをもつ          57.5(県 59.5 国 62.0) 
大問９三エ 語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う 
      「私がプリントを集めて、先生にお届けします」    91.1(県 93.8 国 94.3) 
大問９四イ 辞書を活用し、漢字が表している意味を正しく捉える 
      「優美」と「賛美」の「美」の意味          57.5(県 60.1 国 62.8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊県の数値を０とした場合の竹田市の数値 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：国語） 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 3３  77.4 74.7 75.6 

学 習 指 導

要 領 の  

領 域 等  

話 す こ と ・ 聞 く こ と  6 79 .0 77 .9 78 .9 

書 く こ と  4  77.2 73 .2 73 .7 

読 む こ と  6 79 .6 76 .9 78 .6 

伝 統 的 な 言 語 文 化 と 国 語 の 特 質 に 関 す る 事 項  17 76 .1 73 .2 73 .9 

 

中学校：国語Ａ 

（２）昨年度（小学５年）から経年変化 

年度 学年 【 国語 Ａ：知識 】 

H２５ 小６ 60.5(県62.3) 

H２７ 中２ 70.6(県69.3) 

H２８ 中３ 77.4(県74.7) 

＝中学３年生、小６からの伸び＝   

【国語 A知識】問題 

小５では、県－1.8 だったが、中 3では県平均 

＋2.7 
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（１）全体・領域別ともに、平均正答率が県・全国よりも高い。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【学習指導要領の領域等】別  
 ○領域別「書くこと」「読むこと」で、大分県・全 国  

平均（正答率）を上回っている。 
  

 

（４）【問題形式】別･･･【記述式】の正答率 

  ○国語Ｂ問題における「記述式」問題の正答率が

高い。 

 

 

 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 9 71.8 66.2 66.5 

学 習 指 導 要

領 の  

領 域 等  

話 す こ と ・ 聞 く こ と  0 ―  ―  ―  

書 く こ と  3 61 .9 58 .2 58 .3 

読 む こ と  9 71 .8 66 .2 66 .5 

伝 統 的 な 言 語 文 化 と 国 語 の 特 質 に 関 す る 事 項  0  ―  ―  ―  

 

中学校：国語Ｂ 

（２）昨年度（小学６年）から経年変化 

年度 学年 【 国語 Ｂ：活用 】 

H２５ 小６ 45.7（県48.7） 

H２７ 中２ 50.2（県48.0） 

H２８ 中３ 71.8（県66.2） 

＝中 3 年生、小６からの伸び＝   

中 2 の時は、県＋2.2 だったが、今年、 

中 3 では、県＋5.6 と大きく伸びている。 

 

中学校 
３年 

国  語【Ｂ：活用】 

【記述式】問題正答率 

竹田市 61.9（＋県3.7、＋国3.6） 

大分県 58.2 

全 国 58.3 



（５）問題別にみる成果と課題 
 
 ○正答率が高い。 
  ①大問１一 チラシの表と裏からわかる「文化展が開かれるねらい」を読み取り要旨を捉える。 

       88.4％（県 76.4 国 76.2）＋12.2 
    ②大問１二 チラシの表と裏から、目的に応じて必要な情報（参加できる日付け）を読み取る。 

      84.2％（県 82.2 国 83.3） 
    ③大問３二物語に書かれている文から必要な情報（図鑑についての説明）を読み取る。    

77.4％（県 63.4 国 64.7）＋12.7 
 

 ○県や全国に比べ正答率が高い。(上記①②③以外) 
  ①大問２二 目的に応じて文章を要約する（情報カードにまとめる）  

  71.9％（県 64.2 国 64.0)＋7.7 
    ②大問１三 文章の構成や表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えを具体的に書く  

74.7％（県 68.2 国 68.0）＋6.5 
  ③大問３三 本文や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く 
                              61.6％（県 56.3 国 57.7）＋5.3 
  
  ○無解答率が、全ての問題で県・全国よりも低い。 
  ①大問３三 本文や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く     

14.4％（県 23.0 国 22.8）－8.4 
     
  ▲正答率が低い。 

①大問２三 課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える   49.3％（県 50.2 国 49.2） 
  ＊唯一、県の平均正答率より低い問題 
②大問３三 本文や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く 

                                      61.6％（県 56.3 国 57.7） 
③大問２一 雑誌の記事の説明として適切なものを選択（文章の構成を捉える） 67.1％（県 64.4 国 64.9)  

 
   
 
 
 
＊ 必要な情報や要旨を読み取ること、表現の工夫について自分の考えをもつことは、随分できて 

いる。 
＊ 伝えたい事実や事柄について自分の考えや気持ちを示してはいるが、根拠を明確にして書く点 

に課題がある。 
＊ 目的に応じて文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが、それらを基にして自分の考え 

を具体的にまとめる点に、課題がある。 
＊ 複数の資料から適切な情報を得て自分の考えをもつことに課題があり、指導の充実が求めら 

れる。                 
＊「記述式」の問いを含め全ての問で、無解答率が県・全国よりも低い。子どもたちは、なんとか 

して、「答えよう、記述しよう」とする意欲が、高くなってきている。 
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61 国語の勉強が好き 

 

 

 

 

 

 

 

 
63  国語の授業の内容はよくわかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲64 読書が好き 
 

 

 

 

 

 

 

 

66 目的に応じて資料を読み、自分の考えを 
話したり書いたりしている 

 

 

 

 

▲67  意見などを発表するとき、うまく伝わ

るように話の組み立てを工夫している 

 
 

68 国語で自分の考えを書くとき、考えの 
理由がわかるように気をつけて書く 

 
 

69 国語野文章を読む時、段落は話のまとま 
  りごとに内容を理解しながら読んでいる 

 
 
70 国語で「解答を文章で書く問題」を最後 

まであきらめずに書こうと努力した 
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中学校：国語【生徒質問紙より】 



【   竹 田 市    】 

 

 

 

１ 調査結果の分析（竹田市全中学３年生対象） 

 

（ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）全体・領域別とも平均正答率が県・全国よりも高い。 

 

（２）H２５（小学６年）からの経年変化 

 

 

 

 

 

＝中学３年生、小６からの伸び＝   

【数学Ａ知識】問題 

中２では、県平均＋1.4 と伸び、 

中３では、県平均＋4.9 と大きく伸びている。   ＊県を０とした場合の竹田市の数値 

 

（３）【問題】別   
○県・全国より平均正答率が低い問題（５問／３６問） 
 
 
 
大問２(1) 数量の関係を文字式に表す              27.9(県 31.5 国 32.2)国－4.3 
大問４(1)  垂線の作図の方法の理解               32.7(県 35.1 国 30.9)県－2.4 
大問９(2) 比例の式についてｘの値の増加に伴うｙの増加量を求める  

34.0(県 34.5 国 39.4)国－5.4 
大問６(1) 平行線や角の性質を用いて、角の大きさを求める   67.3(県 68.8 国 74.8)国－7.5 

 

年度 学年 【 数学 Ａ：知識 】 

H２５ 小６ 78.3（県 78.7) 

H２７ 中２ 77.0（県 75.6）  

H２８ 中３ 65.8（県 60.9）  

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体 36 65.8 60.9 62.2 

学 習 指 導 要 領 の  

領 域 等  

数 と 式  12 70 .4 65 .3 65 .9 

図 形  12 70 .0 65 .9 67 .1 

関 数  8 55 .8 50 .0 52 .0 

資 料 の 活 用  4 59 .7 54 .8 56 .5 

 

中学校：数学Ａ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）全体に於いて、平均正答率が県・全国よりも高い。 

      領域別においては、全ての領域で平均正答率が県よりも高いが、「図形」の領域のみ、全国より低い。 

 

（２）H２５（小学６年）からの経年変化           

年度 学年 【 数学Ｂ：活用 】 

H２５ 小６ 55.5(県57.8) 

H２７ 中２ 56.6（県50.0） 

H２８ 中３ 46.1（県42.1） 

＝中学３年生、小６からの伸び＝   

【数学Ｂ活用】問題  

小 6 では、県平均－2.3 だったが、中２では＋6.6 

中 3 では、＋4.0 と大きく伸びている。          

県の値を０とした場合の竹田市の数値 

（３）【学習指導要領の領域等】別                 

○「数と式」「関数」「資料の活用」の観点で、県・全国平均（正答率）を上回っている。 
 ▲「図形」については、県よりも高いものの、全国に比べ 
   0.3 低い。 
 
 

（４）【問題形式】別／記述問題について   

（Ａ問題には「記述式」はなく、「選択式」か「短答式」の問題のみ） 

○数学Ｂ問題における「記述式」問題の正答率が高い  

中学３年 
数学 

【Ｂ：活用】記述問題正答率 

竹田市 34.5（県＋4.0  国＋1.4） 

大分県 30.5 

全 国 33.1 

分 類  区 分  設 問 数  
平 均 正 答 率  

竹 田 市  大 分 県 (公 立 ) 全 国 (公 立 ) 

全  体  15 46.1 42.1 44.1 

学 習 指 導 要 領 の  

領 域 等  

数 と 式  6 52 .7 49 .3 51 .5 

図 形  2 32 .0 27 .3 33 .3 

関 数  5 44 .4 41 .2 41 .4 

資 料 の 活 用  2 44 .6 37 .7 39 .3 

 

中学校：数学Ｂ 
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[ 数学Ｂ：主として活用 ]



（５）問題別にみる成果と課題 
 
  ○正答率が高い。 
  ①大問１（１）与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、処理する 

82.3％（県 78.4 国 79.3） 
    ②大問６（１）問題場面における考察の対象を明確に捉える          76.9％（県 74.0 国 76.4)    
 
 
  ○県や全国に比べ正答率が高い。 
  ①大問５(１) 資料の傾向を的確にとらえ、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する  

   54.4％（県 44.7 国 47.6）県＋9.7 
    ②大問３(２) グラフの傾きを事象に即して解釈する    38.8％（県 32.0 国 29.8）国＋9.0 

③大問２(２)  加えるべき条件を判断し、それが適している理由を説明する 
  26.5％（県 19.2 国 20.6）県＋7.3 

 
 
  ○無解答率が県・全国に比べ低い。 
  ＊県と比べて２問、全国と比べて１問を除いた問いで、無解答率が低い。 
  ①大問５(２) 与えられた情報から必要な情報を選択し、数学的に表現する  

 19.0％（県 33.3 国 33.5）県－14.3 国－14.5 
    ②大問４(２) 付加された条件の下で、新たな事柄を見いだし、説明する 

20.4％（県 32.6 国 30.5）県－12.2 国－10.1 
    ③大問１(２) 与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、数量の関係を数学的に表現する 

10.9％（県 20.3 国 19.3) 県－9.4 国－8.4 
   

▲正答率が低い。 
  ①大問６(２) 文字を使って手順通りに求めた数から、最初に決めた数を充てる方法を説明する 

記述 13.6％（県 12.6  国 15.4） 
   ②大問４(１)  ２つの辺の長さが等しい事を、三角形の合同を利用して証明する 記述 25.9％(県 21.8  国 29.4） 

③大問２(２)  X＝４のとき Y＝９になるように、X と Y の間の関係を書き加えることについて、正しい記 
述を選び、その理由を説明する。                  26.5％（県 19.2  国 20.6） 

   ④大問３(３) Ａ車とＢ車について式やグラフを用いて、２つの総費用が等しくなる使用年数を求める方法 
を説明する。                      記述31.3％（県 33.2  国 30.3） 

  ⑤大問５(２)  25.5cm の靴が貸し出された回数の相対度数を求める式を書く  34.7％（県 30.6  国 31.1） 
  ⑥大問１(２)  与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、数量の関係を数学的に表わす式をつくる 

36.7％（県 31.3  国 33.4） 
  ⑦大問４(２)  ＤＡ：ＤＣ＝１：２のときの△ＤＥＣがどのような三角形になるのかを説明する 

記述 38.1％（県 32.7 国 37.3） 
  
 
 
 
 

・作図の方法および、その意味を理解することに課題がある。 
 ・平行線や角の性質を理解し、角の大きさを求めることに課題がある。 
 ・関数において、比例定数が負の数である１次関数を反比例の違いやＹの増加量とＹの値の違いなどを正しく

理解していない生徒が多い。変化の割合の意味を丁寧に指導する必要がある。 
 ・単に答えを求めるだけでなく、ある事がらが常に成り立つことを文字を使って説明できるよう、指導の改善

が求められる。 
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71 数学の勉強が好き             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73 数学の授業の内容はよくわかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75 解き方が分からないときは、あきらめず 

いろいろな方法で考える 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

78 数学で問題を解くとき、もっと簡単に 

解ける方法はないか考える 

 
 

79 数学で公式やきまりを習うとき、 

その根拠を理解するようにしている 

 

 

80 数学の授業で問題の解き方や考え方が 

わかるようにノートに書いている 

 
 

81 解答と言葉や数、式を使って説明する問 

題を最後まで書こうと努力した 
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中学校：数学【生徒質問紙より】 
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【   竹 田 市   】 
 

 

 

 

１ 調査結果の概要 

          ・ 

・・・竹田市全小学６年生対象   

 
 
 
①朝食を毎日食べているか 
 （はい：あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）  
 
 
※肯定的回答が高い。 

 
 
 
 
 
②【小学校】普段（月～金）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか 

 
   ○６０分未満  H27 ４１．５％→ H28 ２７．７％に減少  
  ▲３０分未満 H27 １０．５％→ H28 １０．１％ あまり変化なし  
 
 
③【小学校】普段（月～金）、１日のテレビやビデオ、DVD 視聴時間  
 
 
 
 
 
 
 
       

○３時間以上、H27  ３４．５ →H28 ３２．８％ と減少 
○４時間以上、H27 ２１．１ →H28 １２．６％ と減少 
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（児童質問紙） 

児童質問紙 



8.2

7.6

4.2

7.8

7.3

5

13.7

13.7

17.6

25.3

26.1

24.4

31.1

31.8

30.3

14

13.3

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

大分県

竹田市 ４時間以上

３～４時間

２～３時間

１～２時間

１時間以下

全くしない

3

2.5

2.5

2.8

2.6

2.5

4.6

4.6

3.4

8.1

8.8

6.7

11.9

11.6

12.6

30.7

28.3

24.4

38.9

41.3

47.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

大分県

竹田市 ４時間以上

３～４時間

２～３時間

１～２時間

１時間以下

30分以下

持っていない

6.8

6.3

6.7

9.9

9.5

15.1

19.8

20

25.2

27

27.4

26.9

15.9

16

16.8

20.6

20.8

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

大分県

竹田市 2時間以上

1～2時間

30～1時間

10分～30分
10分より少ない

全くしない

④【小学校】普段（月～金）1日当たりのゲーム時間（携帯電話やスマホでのゲームも含む）  

▲２時間以上  H27 ２２．６％→ H28 ２６．８％   と増加 
・３時間以上  H27 １２．０％→  H28  ９．２％ 
・４時間以上    H27  ３．５％→ H28   ４．２％ 

  
 
⑤【小学校】普段（月～金）携帯電話やスマホで通話やメール、インターネットをする時間（ゲーム以外） 

▲１時間以上、H27 １１．２％→ H28 １５．１％ 
   ▲２時間以上、H27  ７．７％→ H28  ８．４％   

▲３時間以上、H27   ３．５％→ H28  ５．０％ 
   ▲４時間以上、H27   １．４％→ H28  ２．５％    △どの項目も増加 
 

 
⑥【小学校】普段（月～金）授業時間以外に、どれくらいの時間、読書をしますか 

（教科書・参考書・雑誌・漫画は除く） 

  ○全くしない・１０分以下は、２６．０％（県３6.8 全国３6．5）と県、全国よりも少ない。 
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⑥【小学校】児童質問紙からうかがえる全般的傾向 （▲のついた項目は、課題有り） 
▲4 ものごとを最後までやりとげて嬉しかった 
ことがある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▲6 自分にはよいところがあると思っている 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
7 友だちの前で自分の考えや意見を発表する 
ことが得意 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▲ 8 話し合うとき、友だちの話や意見を最後 

まで聞く 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 昼休み・放課後・休みの日に、学校図

書館や地域の図書館に週一回以上行く 

 
 
21 家で自分で計画を立てて勉強している 

 
 
▲22 家で学校の予習をしている 

 
 
▲24 家で学校の授業の復習をしている 
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26 学校に行くのは楽しい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
▲35 地域や社会で起こっている出来事に関心がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
31 ニュースを見る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
▲48 自分の考えを発表する機会が与えられている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▲49 授業で生徒の間で話し合う活動をよく行って

いる 

 
 
50 課題を立て、情報を集め、話し合いながら整

理して発表するなどの学習活動に取り組んだ 

 
 
59 話し合う活動を通じて自分の考えを深め

たり広げたりすることができている 

 
 
64 読書が好き 
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１ 調査結果の概要 

          ・・・竹田市全中学３年生対象 【６校】  

 

①朝食を毎日食べているか 
 （はい：あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）  
 
 

※肯定的回答が高い。 
 
 
 
 
 
②【中学校】普段（月～金）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか    

   ○６０分未満  H27  １５．１％ → H28 １２．９と減少。 
 
 
③【中学校】普段（月～金）、１日のテレビやビデオ、DVD 視聴時間 

    ・３時間以上、H27 ２５．０％ → H28 ２５．８％とほぼ同じ  
 ○４時間以上、H27  １２．２％ → H28 １０．２％と減少 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（生徒質問紙） 

生徒質問紙 
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④【中学校】普段（月～金）1 日当たりのゲーム時間（携帯電話やスマホでのゲームも含む） 

○２時間以上、  H27 ２３．９％ → H28 １６．３％  と減少 
○３時間以上、 H27 １２．３％ → H28  ５．４％  と減少 

  ○４時間以上、 H27  ４．７％ → H28  ２．０％  と減少 
 

 
⑤【中学校】普段（月～金）携帯電話やスマホで通話やメール、インターネットをする時間（ゲーム以外） 

  ○１時間以上、H27 ２５．６％ → H28 ２３．８％   
・２時間以上、H27 １６．９％ → H28 １７．０％    
○３時間以上、H27  ９．９％ → H28  ５．４％ 
○４時間以上、H27  ４．１％ → H28  ２．０％  と減少 

 
 
⑥【中学校】普段（月～金）授業時間以外に、どれくらいの時間、読書をしますか 

（教科書・参考書・雑誌・漫画は除く） 

  ○全くしない・１０分以下は、４８．３％（県５６．８  全国５０．３）と県や全国よりも少ない。  
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⑥【中学校】生徒質問紙からうかがえる全般的傾向 （▲のついた項目は、課題有り） 
 
▲ 4 ものごとを最後までやりとげて、 

うれしかったことがある 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
▲ 6 自分にはよいところがあると思っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▲ 7 友だちの前で自分の考えや意見を発表 

することが得意 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
8 話し合うとき、友だちの話や意見を最後まで聞く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

18 昼休み・放課後・休みの日に、学校 
図書館や地域の図書館に週一回以上行く 

 
 
21 家で自分で計画を立てて勉強している 

 
 
▲23 家で学校の予習をしている 

 
 
24 家で学校の授業の復習をしている 
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26 学校に行くのは楽しい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
35 地域や社会で起こっている出来事に 

関心がある 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
38 ニュースを見る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
48 自分の考えを発表する機会が与え 

られている 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

49 授業で生徒間で話し合う活動をよく行

っている 

 
 

50 課題を立て、情報を集め、話し合いながら整理

して発表するなどの学習活動に取り組んだ 

 
 
59 話し合う活動を通じて自分の考えを深め

たり広げたりすることができている 

 
 

▲ 64 読書が好き 
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竹田市の児童・生徒質問紙調査の結果をふまえて 

（１）竹田市の TOP 運動《深化と共有》  「生活 TOP10」のさらなる徹底  

平成 23 年度から竹田市のすべての小中学校で取り組んできた約束事「生活 TOP10」についてこ

れまで通りしっかりと取り組み、今後も年に 2回のアンケート調査で課題を明らかにしていく。 

 

 

竹田市の子ども「生活ＴＯＰ１０」  

竹田市の子どもは  

１．元気
げ ん き

のよいあいさつや返事をします。  

２．決まった時刻に寝て，決まった時刻に起きます。

３．朝食をきちんと食べます。  

４．決まった時刻に学習を始めます。  

５．テレビを見たりゲームをしたりする時は， 

時間を決めます。  

６．持ち物に記名し，整理・整頓をします。  

７．時と場，相手に応じた言葉づかいをします。  

８．相手の立場や気持ちを考えて行動します。  

９．責任をもって仕事をします。  

10．自分の力で登校します。  

    

 

 平成２３年 竹田市教育委員会  

 



生活 TOP10 意識調査の変化（H23→H28） 
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（２）成果と課題および今後の取組 

 
【全体】 

◎「学校に行くのは楽しい」と答える児童・生徒が、県・国平均よりも多い。 
○ 小・中ともに、『言語活動の充実』を意識した授業が展開されていることが結果に表れている。 
 「発表」「話し合い活動」「文章で書く」「記述式の正答率」 
○家庭学習６０分以下の児童生徒の割合が減少している。県・国より少ない。 
○昼休み・放課後・休みの日に、学校図書館や地域の図書館に週一回以上行く児童・生徒が県・

国平均よりも随分多い。 
○授業で、本やインターネットを使ってグループで調べる活動をよく行ったと答

える児童が県・国平均よりも随分多い。 
▲「将来の夢や目標を持っている」と答える児童生徒が県・国よりも少ない。 
▲「自分にはいいところがあると思っている」と答える児童生徒が県・国よりも

少ない。 

 

【小学校】 
「生活 TOP１０」「学習 TOP１０」による全市的取り組みにより、小学生児童の生活・学習習慣に
対する意識の変化がみられる。 

 
    ○ 小学生のテレビ視聴時間 ３時間以上の回答 

H25: 43.9% → Ｈ26: 40.4% → Ｈ27: 34.5% → H28: 32.8% に減少 
    ○ 家庭学習の時間 
       ６０分未満の回答 Ｈ26: 24.3% → Ｈ27: 41.5% → H28: 27.7%  H27 度より減少 
    ○ 「読書は好きですか」については肯定的回答が増えている。 
        Ｈ26: 68.4% → Ｈ27: 76.1% → H28: 76.5% 

○ ゲーム時間（携帯電話やスマホでのゲームも含む） （平日）    
       ３時間以上   Ｈ26: 13.2% → Ｈ27: 12.0% → H28: 9.2% とやや減少 
  ▲  携帯電話やスマホで通話やメール、インターネットをする時間（ゲーム以外）増加（平日）  

        ２時間以上   Ｈ26: 3.7% → Ｈ27: 7.7% → H28: 8.4%  
   ▲ ゲームをする時間増加（平日） 

２時間以上の回答 Ｈ25: 20.2% → H26: 22.8% → H27: 22.6% → H28: 26.8% 
         

【中学校】 
「生活 TOP１０」「学習 TOP１０」による全市的取り組みにより、中学生生徒の学力の向上は見ら
れるものの、生活・学習習慣に対する意識の低下が課題である。 

 
  ○ 家で学校の復習をしている。64.7%  （県 56.3%，国 51.0%） 

    ○ 家庭学習の時間 
       ６０分未満の回答 Ｈ26: 7.4% → Ｈ27: 15.1% → H28: 12.9%  H27 度より減少 

○ ゲーム時間（携帯電話やスマホでのゲームも含む） （平日）    
       ３時間以上   Ｈ26: 15.5% → Ｈ27: 12.3% → H28: 5.4% とやや減少 

▲ 中学生のテレビ視聴時間の増加  
３時間以上の回答 H25: 18.9% → H26: 22.6% → H27: 25.0% → H28: 25.8% 

▲ 携帯電話やスマホで通話やメール、インターネットをする時間（ゲーム以外）（平日）  
     ２時間以上の回答 H26: 16.7% → H27: 16.9% → H28: 17.0% と依然多い。 
 

＊昨年度、全家庭に配布した「竹田市の子どもたちに家庭で取り組んでほしい３つのこと」を、 
 再度、全教職員・児童生徒・保護者で確認し、連携を取りながら取り組んでいく。 
  ＊「竹田市の子どもたちに家庭で取り組んでほしい３つのこと」 



 ○た しかな生活リズム   ○け じめのあるメディア利用   ○た くましい心と体    
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▲18 児童は、相手の考えを最後まで聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲19 児童は、自分の考えを深めたり広げたりできる 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲21 児童は自らの考えがうまく伝わるよう、資料

や文章、話の組み立てなどを工夫して、発言や

発表を行っている 

 

 

 

 

 
 
 
 

24  学校図書館を活用した授業（週 1 回～月に数回程度) 
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【  竹 田 市  】 

 

                               
 

                                                ※学校質問紙は、学校が質問に答えています 

 

肯定的な回答（▲のついた項目は、課題有り） 

  

▲14 児童は、熱意をもって勉強している 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 調査対象の生徒は授業中私語なく落ち着いている 

 

 

16 児童は、礼儀正しい  

 

 

17児童は、自分の考えを相手にしっかり伝える 
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙） 

小学校：学校質問紙 
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40 発言や活動の時間を確保して授業を進めた 

 

 

41  授業で扱うノートに学習の目標(めあて・ね 

らい)とまとめを書く指導 

 

 

▲42 学級やグループで話しあう活動を、授業で行った 

 

 

46  資料を使って発表できるような指導 

 

 

▲47 自分で調べたことや考えたことを分かり 

やすく文章に書かせる指導 
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25 放課後の補充的な学習サポート(週１回以上) 

  

 

 

 

 

 

 

 

36 授業の中で目標(めあて・ねらい)を示す 

 

 

▲37  授業の最後に学習したことを振り返る  

  

  

 

 

 

38 授業に言語活動を適切に位置づけている  

 

 

  

 

 

▲39 様々な考えを引き出したり、思考を深め 

 るような発問や指導をしている 
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48 将来つきたい仕事や夢について考えさせる指導 

 
 

▲51 学習規律の維持を徹底している 

 

           

 

 

 

 

53  児童一人ひとりのよい点や可能性を見付け積極的に評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

69 国語：目的や相手に応じて話したり聞いたり 

  する授業を実施    

 
 

70 国語：書く習慣をつける授業を実施 
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71 国語：様々な文章を読む習慣を付ける授業を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 国語：漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる

授業  

 

 

 

 

 

 

 

 

64  算数：習熟の遅いグループの習得のための少人数指導 

 
 
74 算数：発展的な学習の指導 

 

 

75 算数：実生活における事象との関連を図った

授業 
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76 算数：計算問題等の反復練習をする授業  

             

 

 

 

 

 

▲78 特別支援教育について理解し、児童の特性に 

応じた指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

97 家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員 

  で共通理解を図った 

 

 

 

 

 

 

 

 

98 家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたり 

してくる宿題を与えた 

 

 

 

 

 

▲99 家庭学習の取組として、家庭での学習方法等を 

  具体例を挙げながら、指導した 
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109  授業研究を伴う校内研修を７回以上した 

 
 
 
112 学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員 

  の間で話し合ったり、検討したりしている 

 

 

▲113 言語活動について、国語科だけでなく、

学校全体として取り組んでいる。 
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20  生徒は、相手の考えを最後まで聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

19  生徒は、自分の考えを深めたり広げたりできる 

 

 

 

 

 

 

 

 

24  自分の考えがうまく伝わるように、資料や文 

 章、話の組立等を工夫して発言や発表している 

 

 

 

 

 

 

 
 

24  学校図書館を活用した授業（週 1 回～月に数回程度) 
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【  竹 田 市  】 

 

                               
 

                                                ※学校質問紙は、学校が質問に答えています 

肯定的な回答（▲のついた項目は、課題有り） 

14 生徒は、熱意をもって勉強している  
 
 
 
 
 
 
 

 

15 生徒は授業中私語なく落ち着いている 

 

  

16 生徒は、礼儀正しい 

 

 

▲17生徒は、自分の考えを相手にしっかり伝える 
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙） 

中学校：学校質問紙 
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41 ノートに、学習の目標(めあて・ねらい)とまとめ

を書くように指導している 

 

 

46  資料を使って発表できるように指導をしている 

 

 

47 自分で調べたことや考えたことを分かりやすく文章に書

かせる指導をしている 

 

 

48  将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導 

 

 

44 学習規律の維持を徹底 
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36 授業業の冒頭で目標(めあて・ねらい)を示す  

 

 

 

 

 

 

 

 

37 授業の最後に学習したことを振り返る 

 

 

▲38  授業に言語活動を適切に位置付けている  

      

 

 

 

 

39  様々な考えを引き出したり、思考を深 

めるような発問や指導をした 

 

 

   

 

 

40 発言や活動の時間を確保した授業を進めた 
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53 生徒一人ひとりの良い点や可能性を積極的に評価 

 
 

▲68 国語：発展的な学習の指導を行った 

 

           

 

 

 

 

▲69  国語：目的や相手に応じて話したり聞いたりする 

授業を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲70 国語：書く習慣を付ける授業を実施 

 
 

71 国語：様々な文章を読む習慣を付ける授業を実施 
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72  国語：漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着 

 

 

 

 

 

 

 

 

64 数学：習熟の遅いグループに少人数指導を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

66  数学：ティームティーチングによる指導を行った 

 
 
 
▲74 数学：発展的な学習の指導を行った 

 

 

75 数学：実生活における事象との関連を図った授業 

     を行った 
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105 生徒自らで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、 

  まとめ、表現する等の学習活動を学ぶ校内研修を行って 

  いる。 

 

 

107 授業研究を伴う校内研修を年間７回以上行った 

 

 

110 学校全体の言語活動の実施状況や課題につ

いて全教職員の間で話し合ったり、検討した

りしている 

 

 

111  言語活動について、国語科だけでなく、学校全体とし 

て取り組んでいる。 
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▲76 計算問題等の反復練習をする授業を行った 

 

 

 

 

 

 

▲77 特別支援教育：生徒の特性に応じた指導状の工 

  夫を行った 

 

 

  

 

 

 

 

 

95 家庭学習の課題の与え方について、教職員で共通 

   理解を図っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲96 家庭学習の取組として、調べたり文章を書いた 

りしてくる宿題を与えている 

 

 

 

 

 

97 家庭学習の取組として、家庭での学習方法を具体   

  例を挙げながら、指導している。 
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学校質問紙調査の結果をふまえて、具体的な改善方策 

 

（１）竹田市の TOP 運動《深化と共有》  「学習 TOP10」のさらなる徹底  

H23 年度から竹田市のすべての小中学校で取り組んできた約束事「学習 TOP10」について 

これまで通りしっかりと取り組み、年に 2 回のアンケート調査で課題を明らかにしていく。 

 

 

  

   

竹田市の子ども「学習ＴＯＰ１０」  
 

  竹田市の子どもは  

１．はじまりのチャイム
ち ゃ い む

で 学 習
がくしゅう

を始
はじ

めます  

２． 授 業
じゅぎょう

の始
はじ

めと終
お

わりのあいさつをきちんとします  

３．めあてや課題
か だ い

に，最後
さ い ご

まで真剣
しんけん

に取り組みます 

４．話を聞くときは，話す人を見てよく聞きます  

５．お互
たが

いの意見
い け ん

を大切
たいせつ

にします  

６．わかりやすく，大きな声で自分の考えを発表します  

７．返事
へ ん じ

や反応
はんのう

をきちんとします  

８．ノートはていねいな字で書きます  

９．いろいろな本をたくさん読みます  

10．次の日の準備
じゅんび

は、前の日にすませておきます  

    竹田市教育委員会 

                  

 



学習 TOP10 意識調査の変化（H23→H28）
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（２）「知識構成型ジグソー法」（協調学習）をこれまで以上に授業に取り入れていきます。 

 

竹田市は、平成 22 年度より、東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構と連携し、「協調学

習」の研究に取り組んでいます。 
竹田市の取組んでいる知識構成型ジグソー法は、「協調学習」を引き起こす授業の型の一つです。自

分の言葉で説明したり、他人の説明に耳を傾けたり、わかろうとして自分の考えを変えたりといった、

一連の活動を繰り返すことで、考え方や学び方そのものが学べることがわかってきています。知識構成

型ジグソー法は、型が明確・簡単で、多様な展開が可能なので、「協調学習」を目指した実践に適して

います。以下の STEP１～５の順で学習を進めます。 
 

【STEP.０】 問を設定する 

まず先生は、単元での「問い（課題）」を設定します。この時、既に知っていることや、3 つか 4 つ

の知識を部品として組み合わせることで解けるものになるように設定し、その問いを解くのに必要な

資料を、知識のパートごとに準備します。 

【STEP.１】 自分のわかっていることを意識化する 

「問い」を受け取ったら、はじめに一人で今思いつく答えを書いておきます。 

【STEP.２】 エキスパート活動で専門家になる 

同じ資料を読み合うグループを作り、その資料に書かれた内容や意味を話し合い、グループで理解

を深めます。この活動をエキスパート活動と呼びます。担当する資料にちょっと詳しくなります。 

【STEP.３】 ジグソー活動で交換・統合する 

次に、違う資料を読んだ人が一人ずついる新しいグループに組み替え、さきほどのエキスパート活

動でわかってきた内容を説明し合います。このグループでは、元の資料を知っているのは、自分一人

なので、自分の言葉で自分の考えが伝わるように説明することになります。この活動が、自分の理解

状況を内省したり、新たな疑問を持ったりする活動につながります。同時に他のメンバーから他の資

料についての説明を聞き、自分が担当した資料との関連を考える中で、理解を深めていきます。理解

が深まったところで、それぞれのパートの知識を組み合わせ、問いへの答えを作ります。 

【STEP.４】 クロストークで発表し、表現をみつける 

答えが出たら、その根拠も合わせてクラスで発表します。他者の意見に耳を傾けて、自分たちも全

体への発表という形で表現をし直します。各グループから出てくる答えは同じでも根拠の説明は少し

ずつ違うでしょう。互いの答えと根拠を検討し、その違いを通して、一人ひとりが自分なりのまとめ

方を吟味するチャンスが得られ、一人ひとりが納得する過程が生まれます。 

【STEP.５】 一人に戻る 

はじめに立てられた問いに再び向き合い、最後は一人で問いに対する答えを記述してみます。 
 
 

 



（３）子どもたちの学習意欲を喚起するような授業を工夫します。 

 

① 興味・関心を引き起こすような教材・教具の活用。 

② ノートの効果的な活用。 

・自分の考えを整理し構築していく場となるよう、式と答えだけでなく、文章で自分の考えたこと

を書かせる指導を行う。思考の跡や課題解決への過程が見えるノートづくり。 

③ TT 指導や少人数指導を取り入れる。 

・個に応じたきめ細かな指導に心がける。 

④ 言語活動の充実。 

・見通しを持ち、筋道を立てて課題解決が行なえるよう、ペア学習、グループ学習や協調学習等を

用いながら友だちと伝え合い、自分の考えを練りなおす活動を設定する。対話的な活動の中で、

考えを深めることに加え、既習の用語を使って自分の考えを発表する活動を多く取り入れ、説明

する力をつけるようにする。 

・既習事項を基にして全員で考えながら解決する授業展開に努めていく。 
・まず自分でトライしてみる時間、最後に自分でまとめる（解く）時間を確保し、子ども自身が「わ 

かるようになった」「できるようになった」と感じ、学びに向かう意欲を高められる１時間の流 
れを仕組んでいる。 

⑤ 学力向上支援教員のこれまで以上の活用。 

 

 

 

（４）学習したこと（わかったこと）を定着させるために、保護者の方にこれまで以上に協力し

ていただきながら、家庭学習の習慣化を図ります。 

 

① どの領域も基本的な内容の復習が必要である。家庭学習等で継続的に取り組む。 

② 毎日の学習内容の定着をめざし、プリントや計算カード等に継続的に取り組ませていく。 

③ 小中連携の 9 年間を見通した「家庭学習の手引き」をこれまで以上に活用していく。 
④ 「家庭学習の手引き」を使って、保護者に家庭学習の必要性をしっかりと理解していただき、 
  家庭と連携をとりながら家庭学習の習慣化をめざす。 

 
 
 
（５）朝自習で、読書や新聞コラムの読解に取り組み、読解力の向上を図ります。 

 

 

 

（６）スキルタイムで、計算演習や漢字学習などのドリル学習を行います。 

 



【 竹田市の今後の取り組み 】 

 
１．各学校において児童質問紙・学習定着状況の分析を行い、成果と課題を明確化する。       

○質問紙・学習定着状況における児童・生徒の実態分析から、学校や学級で有効だったことや継続 
すべきこと、改善すべきことを明らかにし、共有化する。（自らも問題を解く） 

○効果的な取り組み等については、まとめ還流していく。 
 

２．生活習慣や学習習慣の定着を図る 
○１学期の結果を全教職員・児童生徒・保護者に還流し、継続することでの成果とともに課題を 
絞り込み共有する場をもつ。そして、２学期以降も、竹田市子ども「生活ＴＯＰ10」「学習ＴＯＰ 
10」への意識の継続と振り返りの方法を学校ごとに工夫し、家庭と学校がさらに連携を 
図りながら取り組む。 

 

３．生徒指導・特別支援教育の充実を図る『子どもが安心していきいきと生活できる学校・学級づくり』 
  ○生徒指導・特別支援教育、保護者連携のあり方を日常的に協議する。 

○気になる事象等があれば、校長がリ－ダーシップをとりながら必要に応じてケース会議を開催し、 
組織的に対応する体制を整える。 

※教務主任や特別支援コーディネーターとの連携 
      ※スクールカウンセラーや関係機関等の連携によるケース会議の活用 

○ＵＤの視点を取り入れた授業づくり  

 
４．「できる・わかる」を実感することのできる授業改善に継続して取り組む 
  ①「課題」の質の向上。（子どもたちが、意欲的に取り組んだり、深く考えたり、協調的な学びを引 

き起こしたりする課題を準備し、引き受けさせる。） 
②思考力・判断力・表現力等の活用力を身につける手立てとして、言語活動を位置づけたメリハリ 
のある授業実践に日常的に取り組む。 

③1 時間の学びに自信をもたせる「まとめ」のあり方を検討し、組織的・日常的に取り組む。子ども 
たち 1人ひとりが、既習の学習用語を使って自分のことばでまとめるような授業を仕組む。 

④教務主任・研究担当を中心に、「授業改善」にむけて、ＰＤＣＡサイクルを見直したり、学校独自 
の取り組みを充実させる。 

⑤互見授業・授業観察を通して、切磋琢磨しながら授業改善に取り組む。 
⑥「協調学習」を取り入れ、互いの意見を交換しながら、自分の考えを深めたり、まとめたりする 
活動を積極的に取り入れていく。 

⑦研究会や公開授業を通して、他校に学ぶ。良い物は取り入れる（真似る）。 
⑧各学校で取り組んでいる読書活動の取組を継続するとともに、図書館活用が必然的に促されるよ 
うな授業を計画的に行い、「図書館活用授業」を通して読書への意識や興味を高める。 
 

 ５．学力定着を図るため、教職員が連携し組織的に取り組む 

○定着度測定を計画的におこない、児童・生徒の成果や課題を全教職員で共有し、指導方法・授業 
改善の方法を検討する。 

○１１月実施の竹田市学力実態調査の問題作成および分析を組織的に行う。特に、問題作成につい 
て、県・全国調査結果の分析事項を加味して行う。 

○昨年度同様、活用型問題や過去問題（A・B問題）の取組を継続して行う。 
  ①問題データベース（数学科のみ）を日常的に活用する 
  ②今年度の学力調査の内容および分析・考察を校内研修等で共通認識する 
  ③今求められている「学力」について共通理解する 
  ④授業、宿題、スキルタイム等において問題を活用しながら、計画的に取り組む 

○小１から小６、中１から中３までを見通した「授業と連動した家庭学習」のあり方を、全教職員 
で共通認識して取り組む。 

 


